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市のようす（８月１日現在）

人 口　447,661 人　　(  +  326)

男　　227,051 人　　　　(  +  166)

女　　220,610 人　　　　（ ＋160 ）

世 帯　152,103　　　(  +  243)

囗
は
前
月
比
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避難場所の確認を

九
月
一
日
の
防
災
の
日
を
前

に
、
市
防
災
課
で
は
「
松
戸
市

防
災
地
図
」
を
作
成
し
、
町
会

・
自
治
会
を
通
し
て
、
全
世
帯

に
配
布
中
で
す
。

昨
年
、
地
域
防
災
計
画
の
見

直
し
で

避
難
場
所
の
検
討

を
行

い

、
指
定
避
難
場
所
を
十
六

力

所
か
ら

十
七
ヵ
所
に
増
や
し

、

新
た
に
広
域

避
難
場
所
五
力
所

を

設
定
し
た
の
に
伴
い
、

新
防

災

地
図
を
作
成
し
た
も
の
で
す

。

新防災地図を全戸配

布 以

前
の

防
災
地
図
は
、
昭
和

五
十
四

年
に
作
ら
れ
た
も
の
で

、

サ
イ

ズ
も
大
き

く
、
単
色
刷
り

で

し
た
。
新
し
い

地
図
は
Ａ

２

版
（
四
〇
二
㍉
Ｘ
五
九
四
㍉

と
コ
ン

パ
ク
ト
で

、
避
難
地
区

が
色
分
け
さ
れ
、
見
や
す
く
な

っ
て

い
ま
す
。

サ
イ

ズ
が
小

さ
く
な
っ
た
こ

と
で
、
各
家
庭
の
壁

な
ど
に
張

っ
て

、
ふ
だ
ん
か
ら

、
避
難
場

所
の
確
認
を
し
て

お
い
て

い
た

だ
こ
う
と
い
う

も
の
で

す
。

さ
ら
に
、
地
図
の

裏
面
に

は
、

避
難
方
法
や
緊

急
時
の

連
絡
方

法
な
ど
地
震
に
対
す

る
心
得
が

書
か
れ
て

い
ま
す
。

新しくできた防災地図

9

月

1

日

防
災
の

日
総
合

防
災
訓

練

積
極
的
に
参
加
し

ま
し
ょ
う

九
月
一
日
の
防
災
の
日
を
中
心
に
、

各
地
区
の
会
場
や
市
内
小
中
学
校
な
ど

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
皆
さ
ん
、

積
極
的
に
訓
練
に
参
加
し
て
下
さ
い
。

市
で
は
、
九
月
一
日

采

）の
防

災
の
日
に
中
ま
会
場
で
、
ま
た
、

八
月
二
十
八
日
且

）に
は
三
ヵ
所

の
地
区
会
場
で
、
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
す
。

防
災
週
間
（
八
月
三
十
日
～
九

月
五
日
）
期
間
中
に
は
、
市
内
六

十
七
の
小
中
学
校
で
も
、
そ
れ
ぞ

れ
独
自
の
防
災
訓
練
を
行
う
予
定

で
、
総
合
防
災
訓
練
と
合
わ
せ
る

と
、
六
万
四
千
人
の
参
加
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
積

極
的
に
訓
練
に
参
加
し
、
万
が
一

に
備
え
ま
し
ょ
う
。

高

所
救

出
や

路
上

訓
練

も

総
合
防
災
訓
練
で
は
、
南
関
東

に
大
規
模
な
地
震
が
発
生
し
、
こ

の
地
震
の
た
め
に
、
市
内
で
も
家

屋
の
倒
壊
や
道
路
の
損
壊
で
交
通

機
関
が
ま
ひ
し
、
さ
ら
に
、
電
気

・
電
話
・
ガ
ス
・
水
道
な
ど
に
も

被
害
が
及
び
多
数
の
負
傷
者
が
で

て
、
著
し
く
混
乱
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
を
想
定
し
ま
す
。

今
回
、
中
央
会
場
で
は
、
隣
接

す
る
公
団
住
宅
屋
上
か
ら
の
高
所

救
出
訓
練
や
周
辺
の
道
路
を
使
っ

た
電
話
線
・
電
線
の
復
旧
訓
練

な
ど
も
行
い
ま
す
。

ご
来
場
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
参

加
で
き
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
用
意

し
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
中

央

会

場

〉

日

時

九
月

一
日

采

）
午
前
九

時
五
十
分
～
正
午

場
所
…
金
ヶ
作
公
園

（
常
盤

平

三
上

一
七
）

内

容
・
＝
市
、
防
災

関
係
機
関
、

地
区

住
民
に
よ
る
情
報
収
集

・

避
難

・
初
期
消
火
・
救
護
・
障

害

物
除
去
・
復
旧

・
火
災
防
御

な
ど

、
総
合
的
で

実
践
的
な
訓

練
を

実
施
す

る
ほ
か
、
起
震
車

に
よ

る
地
震

体
験
、
ウ
ォ
ー
タ

ー
パ
ッ
ク
車
に
よ
る
給
水
、
防

災
資
機
材
・
写
真
パ
ネ
ル
な
ど
の

展
示
も
行
い
ま
す
。

会

場

周

辺

の

路

上

駐

車

は

ご

遠

慮

を

中
ま
会
場
で
は
、
会
場
周
辺
の

道
路
を
利
用
し
た
復
旧
訓
練
な
ど

を
行
い
、
よ
り
実
践
的
な
訓
練
に

す
る
予
定
で
す
。

当
日
、
会
場
周
辺
の
道
路
に
駐

車
を
さ
れ
ま
す
と
、
訓
練
に
支
障

を
き
た
し
ま
す
。

路
上
駐
車
は
ご
遠
慮
下
さ
い
ま

す
よ
う
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

〈

地

区

会

場

〉

日
時
八
月
二
十
八
日
百
）
午

前
九

時
～

十
一
時

場

所
…
市
立
第
三
中
学
校

・
第

六
中

学
校
・
矢
切
小
学
校
の
三

力
所

内
容
・
＝
地
区

住
民
を
主
体
と
し

た

避
難

（
煙

道
）
　・
救
護

・
初

期
消
火
訓

練
、
婦
人
消
防
隊
に

よ

る
軽
可

搬
ポ
ン
プ
を
使
用
し

た

放
水
訓

練
、
地
元
消
防
団
の

放
水
訓
練
、
展
示
マ

ーナ
ー
、

体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

※
各
会
場
と
も
駐
車
場
が
狹
い
た

め
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
下

さ
い
。

万

一

に

備

え

て

点

検

を

昨
年
十
二
月
十
七
日
、
千
葉
県

東
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発

生
し
、
県
中
部
を
中
心
に
大
き
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

先
月
か
ら
今
月
に
か
け
て
、
伊

豆
地
方
に
は
群
発
地
震
も
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

地
震
は
、
い
つ
襲
っ
て
く
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
。
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
に
は
、
日
ご

ろ
か
ら
の
心
構
え
や
準
備
が
必
要

で
す
。

万
一
に
備
え
て
、
皆
さ
ん
の
ご

家
庭
で
も
火
の
取
り
扱
い
、
ブ
ロ

ッ
ク
塀
や
家
の
点
検
、
家
具
の
転

倒
防
止
、
非
常
持
ち
出
し
品
の
点

検
な
ど
を
行
っ
て
下
さ
い
。

▽
詳
細
・・・
防
災
課

み
ん
な
の
力
で
の
ば
そ
う
地
下
鉄

地
下

鉄
十

一
号
線
（
半
蔵
門
線

）
松

戸
延
伸
早

期

実
現
を
目
指
し

て
、
八

月
十
一
日

か
ら
署
名

運
動
が

展
開
さ
れ
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の

署
名
で
、
地
下

鉄
を
呼

ぶ
こ

と
が

で

き
る
の
で
す

。

署
名
運
動
に

ご
協
力
を
お

願
い
し
ま

す
。

手数料・使用料・各種税

今
月
の
納
期
は

市
・
県
民
税
（
第
一

期

納
期

限
）
…

八
月

三
十
一
日

国
民
年
金
保
険
料
・
＝
八
月
分

国
民
健
康
保
険
料
・
・・
第
三
期
分

事
業
所
税
六
月
決
算
の
法
人
と
六

月
中
に
新
・
増
築
し
た

建
築
主
は
八

月
が
申
告
納
付
月
で
す

。

早
め
に
納
付

（
納
入
）

お
願
い
し

ま
す

安全・確実な

日座振替のご利用を

煙道を使った避難訓練

住民参加の実践的な訓練を行います



親
し
み
な
が
ら
人
の
輪
を
広

げ
る

リ
ハ
ビ
リ
教
室
開
催
中

運動に汗を流します

市
で
は
、
脳
卒

甲
後
遺
症
な
ど
の
人
た
ち
の
機
能
回
復

訓
練
と
、
同
じ
悩
み
を
持
つ
人
同
士
の
親
ぼ
く
を
深
め

る
た

め
に

、
市

内
三

会

場
で

そ

れ
ぞ
れ

月
二

回
ず
つ

の

「
リ
ハ

ビ

リ
教

室
」

を
開

催
し

て
い

ま
す

。

六
十
ニ
年
度
中
に
は
、
毎
回
十
人
か
ら
二
十
人
が
こ

の

教
室

を
訪

れ
、

基
本

的
な

運
動

を
し

た
り

、
ゲ

ー

ハ
】
、
歌

な

ど
を
楽

し

み
ま
し

た

。

市
で
は
、
脳
卒
中
な
ど
に
よ
る

後
遺
症
を
持
つ
人
た
ち
を
対
象
と

し
た
「
リ
ハ
ビ
リ
教
室
」
を
、
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー
、
小
金
原
体
育

館
、
常
盤
平
市
民
セ
ン
タ
ー
の
三

会
場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
月
二
回
ず
つ

開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
機
能
回
復
訓
練
と
同

じ
悩
み
を
持
つ
人
同
士
の
親
ぼ
く

を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
て

い
る
も

の
で
、
医

師
・
保
健
婦
・
理
学
療
法

士

が
運
営
・
指
導
に
あ
た

っ
て
い

ま
す

。
教
室
の
内
容
と
し
て

は
、
問
診
、

血
圧

・
脈
拍
測
定
を
し
、
そ
の
日

の

健
康
状
態
を

聞
い

た
あ
と
、
だ

れ
に
で

も
で
き

る
よ

う
な
基
本
的

な
運
動
を
行
い
ま

す
。

ま
た
、
み
ん
な
で

ゲ
ー
ム
や
歌
な

ど
を

楽
し

ん
だ
り
、
闘
病
生
活
の

体
験
談
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い

ま
す
。
六
十
二
年
度
中
に
は
、
毎
回
十

人
か
ら
二
十
人
が
こ
の
教
室
に
参

加
し
ま
し
た
。

参
加
を
希
望
す
る
人
は

こ
の
教
室
に
参
加
す
る
の
に
は
、

「
機

能
訓

練
参
加
申
込
書
」
と
主

治
医
の

診
断
書
を
健
康
管
理

課
に

提
出
し
て

、
参
加
の
承
認
を

得
て

下

さ
い
。

〈
リ
ハ
ビ
リ
教
室
〉

・
対
象
・
＝
市
内
在
住
の
原
則

と
し

て

四
十
歳
以

上
の
人
で
、
脳
卒

中
な

ど
で

身
体
機
能
に
障
害
の

あ
る
人

教
室
＝
・
①
健
康
増

進
セ
ン

タ
ー

＝
毎
月
第
一
第
三
水
曜
日
、

午
後
一
時
三
時
②
小
金
原
体

育
館
＝

毎
月
第
二
・

第
四

木
曜

日
、
午
後
一
時
三
時
③
常
盤

平

市
民

セ
ン
タ
ー
＝

毎
月

第
二

・
第
四

水
曜
日
、
午

後
一
時
三

十
分
上

二
時
三
十
分

詳
細
＝
健

漿
管
理
課

ご
利
用
下
さ
い

林

間

学

園

軽

井

沢

荘

白

樺

高

原

荘

松

戸

ま

つ

り

1
0
月
2
日

大
名
行
列

参
加
者
募
集

あ
な
た
も
江
戸
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ

今
年
も
松
戸
ま
つ
り
が
十
月

一
日
）
と
二
日
亘
日
日
程

で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
二
日
の

メ
ー
ン
行
事
で
あ
る
大
名
行
列

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
・
＝
市
内
在
住

・
在
勤
の

成
人

男
女

役
の
種
類
…

（
大
名
行
列
）

殿
様
・
姫
君

・
勘

定
奉
行

・

家
老
・
お
局

・
露
払
い

・
腰

元

・
踊
奴
・
旗
持
ち

・
前
徒

士
侍
）
・
挟
箱
奴
・
太
鼓
打

手
・
小
姓
・
毛

槍
奴

・
弓

隊

・
馬
印
侍
・
駕
篭
奴
・
駕
篭

脇
侍
・
長
柄
槍
武
士
、
ア
ト

ラ
ク
シ

ョ
ン

）
馬

鹿
殿
・
水

戸
黄
門
・
助
さ
ん

・
格
さ
ん

一
心
太
助
・
浪
人
・
飛
脚
・

瓦
版
屋
・
同
心

・
捕
子

・
忍

者
・
上
杉
謙
信
・
武
田
信
玄
・

山
本
勘
助
・
直
江

兼
継
・
足

軽
・
武
士

映
画
や
テ
レ

ビ
で
実

際
に
使

用
し
た
衣
装
で
す

。

費
用
…

殿
様
・
馬

鹿
殿
・
上

杉
謙
信
・
武
田
信
玄
三
万
円
、

姫
君
二
万
円

、
お
局
・
勘
定

奉
行

・
水
戸

黄
門
・
家
老
・

露
払
い
二
万
円
、
踊
奴
・
腰

元
五
千
円
、
そ
の

他
は
無
料

申
込
み
・
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
希
望

の

役
名
（
第
一
～

第
三
希
望
）

・
電
話
番
号
を
書
い
工

丁
二

七
一
松
戸
市
松
戸
二
〇
六
〇

松
戸

商
工

会
館
内
松
戸
青
年

会
議
所
大
名
行
列
係

（
登
6
7

1
1
9
8
3

番
）
へ

昨年の松戸まつりの大名行列

満
6
9歳
以
上
の
お
年
寄
り
に

敬
老
お
こ
づ
か
い
を
支
給

該
当
者
…
六
十
三
年
四
月
一
日

現
在
、
松
戸
市
に

居
住
し
て
い

る
満
六
十
九
歳
以
上
の
人
（
大

正
八
年
四
月

一
日
以

前
に

生
ま

れ
た
人
）
。
該
当
す

る
人
に
は

、

八
月
下
旬
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し

ま
す
。

支
給
金
額
…
七
千
円
（
所
得
・

年
金
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん

）

満
7
0
歳
以
上
の
人
に
は

長

寿

の

お

祝

い

品

も

基
準
日
…
九
月
十
五
日
現
在

敬
老
祝
品
・
＝
満
七
十
歳
以
上
八

十
九
歳
ま
で
の
人
に
、
敬
老
お

こ
づ
か
い
と
同
時
に
配
布
し
ま

す
。
一
部
地
域
で
は
、
町
会
・
自
治

会
を
通
し
て
配

布
に
ま

す

。

高
齢
者
祝
品

…
満
九
十

歳
以
上

の
人
に
は
、
市
が

直
接
お

祝
い

に
伺
い
ま
す
。

詳
細
…
な
が
い
き
課
庶
務
係

敬老おこづかい支給日程表

期日 会 場 時間

９／

刊本）

市 民 会 館

午前10時

午後３時

馬 橋 市 民 セ ン タ ー

２白
市 民 会 館

新 松 戸 市 民 セ ン タ ー

３(土) 小 金 北 市 民 セ ン タ ー 午前10時～ 正午

５(月)
馬橋支所

午前10時～

午後３時

東 部 支 所

６(火)
常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

六 実 市 民 セ ン タ ー

７(水)
常 盤 平 市 民 セ ン タ ー

五 香 市 民 セ ン タ ー

９白
総 合 福 祉 会 館

小 金 市 民 セ ン タ ー

10圉 松 飛 台 市 民 セ ン タ ー 午前10時～正 午

12§
馬 橋 東 市 民 セ ン タ ー

午前10時～

午後３時

二十世紀が丘市民センター

13(火)
稔 台 市 民 セ ン タ ー

小 金 原 市 民 セ ン タ ー

14(水)
明 市 民 セ ン タ ー

古ヶ崎市民センター

松戸まつり10月１日・２日

参加者募集

バザール出店コーナー

内容…商店などの目玉商品販売

対象…市内の商工農業者とその団体

私の趣味の店コーナー

内容…市民の趣味や才能から生まれた作品

販売

対象…市民とその団体

ふるさと県人会コーナー

内容…故郷の特産品・名産品の販売

対象…市民による県人会

申込み…８月29日(月)～９月２日(金)に商

工会議所(Q64 ―3111番)へ

特
殊
建
築
物
の
防
災
査
察
・

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
を
実
施

八
月
二
十
八
日

官

）か
ら
九
月

三
貝
土
）
は
、
「
建
築
物
防
災
週

間
」
で
す
。

市
で
は
、
学
校
・
デ
パ
ー
ト

ー

ホ
テ
ル

ー
ビ
ル
な
ど
の
特
殊
建
築

物
を
対
象
に
し
た
防
災
査
察
と
、

ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
点
検
を
実
施

し
ま
す
。

災
害
の
な
い
安
全
な
街
づ
く
り

の
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▽
詳
細
・
＝
建
築
指
導
課
指
導
係

心配ごと相談

期日 時間 会 場

9/
1困 午前10時
～午後３時

小金原市民センター

２宙 市役 所市 民相 談
コ ー ナ ー

３閨 午前10時～午後0時30分
小金市民センター

５(月)

午前10時
～午後３時

馬 橋 支 所

６(刈 六 実 支 所

７伽
常 盤 平 支 所

新松戸市民センター

９圃
市 役所 市民 相 談
コーナー

16銜

詳細…社会福祉協議会S68  ―

0503番

お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン

嘱

託
職

員

募

集

対

象
・
・
十

八
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で
の
人
（
た

だ
し

経
理
事
務

は
四
十
三

歳
ぐ

ら
い
ま
で

）

定

員
…
若
干

名

内
容
・・
人

形

劇
の

製
作
上

演
、

経
理

事
務

勤
務
時
間
＝
毎
週
火
曜
日
か
ら

金

曜
日
の

午
前
九
時
～
午
後
五

時時

給
・
＝
五
百
五

十
円

（
交
通
費

支
給
）

面
接
日
時
・
＝
九
月
三
日

壬

）
午

後
二
時
か
ら

申
込
み
・
＝
「
お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
を
や
り
た
い

理
由
」
を
作

文
（
四

百
字
詰
原
稿
用

紙
二
枚

）

に
し
、
履
歴

書
（
写
真
貼
付
）
と

と
も
に
、
九
月

二
日
（
金

）
ま
で

に

〒
二
七
〇

松
戸
市
新
松
戸

南
一
丁

二
（
財
）
松
戸
市
お
は
な

し
キ
ャ
ラ

バ
ン
へ

詳
細
三

財
）
松
戸

市
お
は
な
し

キ
ャ
ラ

バ
≧
1
4
4
1
3
0
3
7

番
（
火
曜
日
～
金
曜
日
）

市
の
林
間
学
園
「
軽
井
沢
荘
」

と
「
白
樺
高
原
荘
」
を

九
月
二

十
日
（
火

）
か
ら
来
年
五
月
初
旬

ま
で

開
放
し
ま
す

。

（
五
月
中
旬
か
ら
九
月
中
旬

ま
で

は
、
小
中
学
校
の
林

間
学

園
な
ど
に
使
用
）

社
会
教
育
活
動
や
レ

ク
リ

エ

ー
シ
ョ
ン
に

ご
利
用
下

さ
い

。

〈
軽
井

沢
荘
）

交
通
…
信

越
本

線
軽
井
沢
駅

下
車
、
徒

歩
一
時
間

宿
泊
料
＝
大

人

（
高
校
生
以

上
二
百
円
、
子
ど
も
（
小

中
学
生
）
百
円

暖
房
料
十
月
～
翌
年
四
月
）

一
人
五
十
円

食
事
…
外

食
の
み

〈

白

樺

高

原

荘

〉

交
通
中
央
本
線
茅
野
駅
か

ら

バ

ス

、

美

し

松

入

口
下

車

徒

歩

一
時

間

宿

泊

料

…

大

人

（

高

校

生
以

占
＝
八
百
円
、
子
ど
も
小

中

学

生

）
＝

四

百

円

暖

房

料

午

月

～

翌

年

四

月

）

＝

一

人

二

百

円

食

事

…

出

前

が

あ

り

ま

す

。

申

込

み
・
・・
利

用

日

の

１
ヵ

月

前

か

ら

一
週

間
前

ま

で

に

、

直

接

教

育

委

員

会

学

務

課

へ



市長の窓

ま
る
七

月
十
七
日
市
民
劇
場

に

お
い
て

、
松
戸
青
年
会
議
所

主
催
で

、
水

・
空
気
・
緑
に
つ

い
て
の
市
民

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が

開
か
れ
ま
し

た
。

青
年
会

議
所
は
、
松
戸
マ
ラ

ソ
ン
や
緑
化

運
動
の

実
施
な
ど

社
会
を
明

る
く
豊
か
に

す
る
た

め
、
青
年
ら
し
い

純
粋
さ
と
行

動
力
で
活
躍
し
て
い

る
二
十
歳

か
ら
四
十
歳
ま
で
の

青
年
の

団

体
で
す
。

七
月
五
日
号
の

広
報
ま
つ

ど

で

坂
川
清
流
復
活

構
想
に
つ
い

て

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に

最
近
建
設
省
は
、
個
性
あ

る
水

辺
空
間
を
創
り
出
し
て
、
河
川

を
市
民
に

親
し
み
の
持
て

る
も

の

と
す
る
た
め
、「
ふ
る
さ
と
の

川
モ

デ
ル
事
業
」
を

奨
励
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
運
動
の
結
果
、
全

国
千
二
百
以
上
の
指
定
申
請
の

あ
っ
た
な
か
で
指
定
さ
れ
た
僅

か
三
十
五
河
川
の
な
か
に
市
内

の
代
表
的
河
川
で
あ
る
坂
川
が

選
ば
れ
た
直
後
で
も
あ
り
、
大

変
時
宜
を
得
だ
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で

私
は
、

基
調
講
演
を
行

っ
た
の
で

す
が
、

与
え
ら
れ
た
四
十
分
の

な
か
で

、

冒
頭
松
戸
の
空
気
や
緑
に
つ
い

て
話
し
た
後
、
会
議
所
側
の
意

向
に
よ
っ
て
坂
川
の
清
流
復
活

に
つ
い
て
、
多
く
の
時
間
か
禿

て
て
話
し
ま
し
た
。

先
ず
、
坂
川
を
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
坂
川
本
川
、
新

坂
川
、
六
間
川
な
ど
坂
川
水
系

お
よ
び
そ
の
支
流
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
市
が
取
り
組
ん
で
来

た
治
水
事
業
の
経
過
、
実
績
と

現
状
こ
れ
か
ら
の
見
通
し
な
ど

か
ら
話
し
始
め
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
多
年

の
努
力
が
実
り
、
護
岸
な
ど
改

修
工
事
も
着
々
と
進
捗
し
、
坂

川
最
下
流
の
柳
原
樋
門
の
着
工

や
中
流
樋
野
口
の
樋
門
の
新
設

の
計
画
着
手
な
ど
治
水
問
題
も

漸
く
解
決
の
見
通
し
と
な
っ
て

来
ま
し
た
の
で
、
い
よ
い
よ
坂

川
の
清
流
復
活
に
取
り
組
む
こ

と
が
出
来
る
段
階
と
な
っ
た
と

話
を

進
め

ま
し

た
。

坂
川
は

、
私
の
子

供
の
頃

は
、

大
変
き
れ
い

な
流
れ
で

、
私

も

鯉
や
鮒
を
釣

っ
た
経
験
が

あ
り

ま
す
。

都
市
化
の

進
展
に
伴

っ
て

、

坂
川
水
系
は
、

水
質
の

汚
染
と

い
う
大
き
な
問
題

な
抱
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た

。

昔
の
き
れ
い
な

流
れ
を
今
に

戻
し
た
い
と
願
う
の
は

、
一
人

私
ば
か
り
で

は
な
い
で
し

ょ
う
。

坂
川
の
水
質
浄
化
に
は

、
何

よ
り
も
下
水

道
の

普
及

促
進
が

先
決
で

、
こ
れ
に

積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す

。

水
質
悪
化
の
原
因
は

、
主
と

し
て

家
庭
雑
排

水
の

流
入

と
ゴ

ミ
の
投
げ
棄
て
に
あ
り
ま
す
。

昨
年
坂
川
に
張
ら
れ
た
オ
イ
ル

フ

ェ
ン
ス
に

流
れ
つ
い

た
ゴ
ミ

の
量
は
、
な
ん
と
七
万
八
千
㌔

㌘
あ
ま
り
に
達
し
ま
し
た
。

こ
れ

等
の
問
題
は
、
是
非
と

も
市
民
の

皆
さ
ん
の
御
協
力
を

得
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

坂
川
の

清
流
復
活

の
た
め
の

第
一
の
整
備
区
間
は

、
春
雨

橋

か
ら
柳
原
樋
門
ま
で
を
対
象
と

し
て
、
沿
岸
道
路
の
プ
ロ
ム
ナ

ー
ド
化
、
現
在
の
橋
の
広
場
橋

へ
の
架
け
替
え
、
親
水
護
岸
の

建
設
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
が

市
民
の
皆
さ
ん
が
川
に
親
し
む

よ
う
に
な
る
に
は
、
何
よ
り
も

水
質
を
浄
化
し
、
き
れ
い

な
流

れ
を
取
り
戻
す
こ
と
だ
と

存
じ

ま
す
。

そ

れ
に
は
北
千
葉
導
水

路
か

ら
坂
川
へ

の
通
水

（
こ

れ
は
、

既
に
試

験
的
に

五
月
か
ら

始
め

ら

れ
て
い

ま
す
）
、
江
戸
川

か
ら

の
導
水
も
検
討
さ
れ
な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。
し
か
し
先

ず
坂

川
に

独
自
の

浄
化
施
設
が

設
置

で
き
な
い

も
の

か
、
技
術
的
に

研
究
を

進
め
て
い

ま
す
。

概
要
以
上
の

よ
う
な

基
調
講

演
を
い
た
し
ま
し
た

が
、
青
年

会
議
所
が
今
回
こ
の
よ
う
な
催

し

を
行
っ
た
こ

と
は
大
変
有
意

義
で
あ
り

、
町
づ
く
り
に
貢

献

し
た
い
と
活

動
を
続
け
る
若

い

力
に
敬
意
を

表
し

ま
す
。

青
年
会
議
所
の
水
・
空
気
・
緑
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出
席
し
て
宮
間
満
寿
博

春雨橋付近の坂川

家

族

そ

ろ

っ

て

加

入

し

ま

し

ょ

う

市民交通傷

害保険
9月1日から（予約）受

付開始 「
一
日

一
円
の
保
険
」
市
民
交

通
傷
害
保
険
の
受
け
付
け

が
、
九

目
二

日

宋

）
か
ら
始
ま
り

ま
す
。

九
月
七
日
（
水
）
か
ら
は

、
出
張

受
け
付
け
も
行
い
ま
す
の
で

、
ぜ

ひ
、
加
入
（
更
新
）
の
手

続
き
を

し
て

下
さ
い

。

こ
の
保

険
は

、
一
年
間
の
保
険

料
掛
け
捨
て
で

、
最
高
百
万

円
ま

で

保
障
さ

れ
ま
す
。

▽
加
入
で

き
る
人
・
＝
市
内
在
住
・

在
勤
者

保
険
料
一
人
一
口
で
年
額
三

百
六
十
円
（
中
途
加
入
は
月
割

三
十
円

）

来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

は
百
八
十
円

。
申
し

込
み

時
に

申
し
出
て
下

さ
い

。

保
険
期
間
・
＝
十
月

一
日
上
（

十

四
年
九
月
三
十
日

対
象
事
故
：

自

動
車

・
バ
イ
ク

・
自
転
車
・
電
車
な
ど
に

関
連

し

、
国

内
で

発
生

し

た

事

故

（
航
空
機
・
船
舶
事
故
は
除
く

）

申
込
み
・
＝
印
鑑
・
保
険
料
を

持

つ
て
、
市
役
所
安
全
課
・
市
民

課
総
合
窓
口
・
各
支
所
、
ま
た

は
出
張
受
け
付
け
会
場
へ

保

険

金

の

請

求

事
故
発
生

後
二
年
以

内
に

、
被

保
険
者
カ

ー
ド
・
交

通
事
故

証
明

書
・
医
師
の
診
断
書
・
印

鑑
を
持

っ
て

安
全
課
へ

交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
は
。

必
ず
警
察
に
届
け
出
て

下
さ
い

。

マ
詳
細
…
安
全
課
庶
務
係

交
通
安
全
が
第
一
で
す

出 張 受 付 日 程 表
期日 時 間 会 場

９／
７(水)

午後１時30 分
Ｓ

３時30 分

根木内神社･八ヶ崎流通センター

８(木 小 金北小学校

９削 午前10時~午後2時松戸 雨立病院

12(月)

午後１時30 分

Ｓ

３ 時30分

五 香公会堂・あさひ 幼稚園

13(火) 高塚団地管理事務所

14(水) 六 実集会所

16忠 矢 切幼稚園

19(月) さ かえ幼稚園

20(火) 松戸 神社・小山集 会所

21(水) 松戸市農業協同組合六和支店

22(木) 馬 橋市民センター

27(火)
稔台市民センタ ー別館３階

・みどり 幼稚園

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

や
め
よ
う
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て

暑
く
な
る
と

、
缶
入

り
飲
料
な

ど
を
飲
む
機
会
が

多
く
な
り
ま
す
。

松
戸
市
の
場
合

、
市
民
の
皆
さ

ん
の

ご
協
力
に
よ
り

、
空
き
缶
・

空
き
ビ
ン
の
投
げ

捨
て

は
年
々
少

な
く
な
っ
て

き
て

い
ま

す
。

し

か
し
、
心
な
い
人

た
ち
に

よ

っ
て

空
き
缶
・
空
き

ビ
ン

が
空
き

地
・
公
園
・
道
路
な
ど
に
投

げ
捨

て
ら
れ
て
い
る
光
景
が
、
ま
だ
、

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

家
庭
以
外
で
缶
入
り
飲
料
な
ど

を
飲
む
時
は
、
自
動
販
売
機
脇
に

設
置
し
て
あ
る
空
容
器
入
れ
か

公
衆
く
ず
か
ご
を
利
用
し
た
り
、

家
に
持
ち
帰
っ
て
資
源
ゴ
ミ
の
日

に
集
積
所
に
出
す
よ
う
に
心
が
け

て
下
さ
い
。

空
き
缶
・
空
き
ビ
ン
の
投
げ
捨

て
は
や
め
、
も
う
一
度
一
人
ひ
と

り
が
環
境
美
化
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

私
た
ち
の
住
み
よ
い
街
を
、
空

き
缶
・
空
き
ビ
ン
公
害
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

マ
詳
細
…
清
掃
第
一
課
業
務
係

生きがい福祉事業団

高齢者会員を募集

内容…除草作業などの屋外軽作業

資格…健康で働く意欲があり、自分の経

験や能力を生かしたいと思っている60歳

以上の未就業者

費用…無料

申込み…写真と印鑑を持参して、午前９

時～午後４時（土曜日は午後Ｏ時30分ま

で）の間に､下表の各施設へ

地 区 名 受付場所 受付日

松 戸 地 区 ながいき課 月～土

矢 切 地 区 矢切老人 福祉セ ンター

火～土東 部 地 区 東 部老人福祉センタ ー

馬 橋 地 区
馬 橋市民センタ ー

馬橋東 市民センタ ー W認
常 盤 平 地 区 常盤平老人 福祉セン ター

火～土小金･小金原地区 小 金原老人福祉センタ ー

新 松 戸 地 区 新松戸市民センター

五 香六実地区 生きがい福祉 事業団 月～土

詳細…生きがい福祉事業団Q84-3191 番

映
画
と
人
形
劇
お
は
な
し

キ
ャ
ラ
バ
ン
（
入
場
無
料

・
三
～

九
歳
く
ら
い
が
対
象
）

テ
レ

ホ
ン

サ
ー
ビ
ス
「
で
ん
わ

お
は

な
し
キ
ャ
ラ

バ
ン
」

Ｓ
6
3－

９
９
９
９
番

二
日 九
月

一
日

二

十
六
日

二

十
五
日

八
白

玉

四

日

期

日

馬

橋
市

民

セ
ン

タ

ー

稔

台
市

民

セ
ン

タ

ー

小
金
原
市
民
セ
ン

タ
ー

新
松
戸

市
民
セ
ン

タ
ー

図

書

館

本

館

会

場

午

後

三

時

～

四

時

午
後
三
時
三
時
三
十
分

時
間

定
員
に
な

っ
た

場
合
は

、
入

場
を
お
断
り
し
ま
す

。

詳
細
・
＝
市
立
図

書
館
容
6
5
1
5
1
1
5

番

日
常
生
活
の
道
し
る
べ
に

気
軽
に
市
民
相
談
室
の

ご
利
用
を

市
民
が

快
適
な
生
活
を
お
く
れ

る
よ
う
、
市
役
所
内
の
市
民
相
談

室
で

は
、

各
種
相
談
業
務
を
行

っ

て
い
ま
す

。

市
政
に
対
す

る
要

望
、
ご
意
見

、

日
常
生
活
で
の

悩
み

ご
と
な
ど
、

市
職
員
、
専
門
の
相
談
員
が

応
じ

ま
す
。
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
尊

重
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相

談
し
て
下
さ
い
。

マ
費
用
…
無
料

▽
詳
細
：
市

民
相
談
室

各種相談案内

相談種目 相 談 時 間 会場 相 談 員 相 談 内 容

一 般 相談 平日

午前８時30分～
午後５時

土曜日

午前８時30分～
午後〇時30分

竺 欝･
(
本館1階)

職 員

日常生活上の脳みごと、身の上、隣近所との付き合
い、家庭の問題などの相談

市 政 相談 市に対する要望、苦情、意見など市行政に関するす
べての相談（市役所の何課の業務かわからない人）

交 通
事 故 相談

市 嘱 託
専 門 相 談 員

交通事故にともなう加害者、被害者のトラブルや示
談・損害賠償・慰謝料・責任保険などの相談

行 政相 談
毎月第２・４月曜日
午後１時～３時

相談コーナー市役所(本館1階)

行政相談委員 国・県・公社などの仕事についての苦情や意見など
の相談

毎
週火・木曜日

毎月第２・４月曜日
午後１時～５時

弁 護 士
土地・家屋の賃貸借・売買・金銭貸借･夫婦･親子・

相続・損害賠償・相隣関係などの相談で、特に法律
的な解釈方法を必要とする相談

住宅 相 談
毎週水曜日
午前10時～午後４時

宅 地 建 物
取 引 主 任 者

不動産売買、借地・借家、ワンルームマンション・
共同住宅の問題、業者との紛争などの相談

税 務相 談 毎月第２金曜日
午後１時～５時

税 理 主
所得税、相続税、贈与税などの申告や納税に関する
相談

登 記相 談
毎月第３金曜日
午後１時～４時30分

土地家屋調査士
司法書士

各極登記の手続き方法や必要書類の準備・登記の法
的効果などについての相談

発明 相 談 毎月第２水曜
日

午後1 時～４時
弁 理 士

特許の出願手続きや発明の守り方など発明に関する
相談



食中毒の発生を

未然に防止しましょう

梅雨時から夏場にかけて、高

温多湿のシー ズンですO 食べ物

が傷みやすく、細菌や微生物が

繁殖しや すいため、食中毒のも

っ とも発生しやすい季節です｡･

食中毒の発生を防止するため、

食品の 取り扱いについては次の

事項に注意しましょう。

①　 調理する前には、流れる水

と石けんで手をよく洗いまし

ょう( で きれば逆性石けんで

消毒する) 。

②　 調理・加工食品は、冷去り保

存または加熱を十分に行いま

しょう。

③　 弁当、おにぎり、生菓子な

どのなま物類はなるべく早く

食べること、また長期保存は

できるだけ避けましょう。

E〉詳細…松戸保健所c61-2121

番

スリムコース募集

｢肥満解消の生活ガイド｣

項 目 テ ー マ 方法 担 当

肥満の

メカ

ニズム

｢なぜ太るのか？｣

｢太らない食べ方

のﾎﾟｲﾝﾄ｣

講話

保健婦

栄養士

食 事

｢私の適量｣

｢組み合わせのい

ろいろ｣

｢私の1 食分再チ

ェック｣

調理

実習
栄養士

運 動

ライトエアロビク

ス(毎月曜日)

※ほかにシェイプ

アツプ体操・ヨ

ガ・エアロビク

スダンスなどか

ら自由選択

実技
運 動

指導員

日時…９月22日(木)～11月24

日(木)までの毎週月・木曜日

月曜日は午後１時30分～３時

木曜日は午前10時～正午

会場…健康増進センター

対象…市内在住･在勤の人で、

健康増進センターの医学検査

を１年以内に受診した人

定員…40人

申込み‥･８月22日(月)午前９

時から、来所または電話で健

康増進センターS65-5588 番

(直通) か68-1241 ～3 内線

53～55番へ

優良県産品の認定

品 名 受 付 け

民(工)芸品･雑貨 ８月29日目 まで

佃煮･つけもの類

そのほ かの食品
８月26日固 まで

清 酒
９月 ５日(月)～

14日伽

申込み…千葉市富士見1-12-7

千葉県観光物産センター２階

県優良県産品推奨協議会S04

72-27-8022 番

第２回松戸

社交ダンスフェスティバル

日時…９月４日（日）午後６時

～9 時〔雨天の場合はｎ 日（日）

に延期〕

会場…馬橋北小学校校庭

多少傷んでもよい靴で

詳細…松戸社交ダンス協会・

清水S65-8175 番

婦人大学受講生募集

｢婦人と生活科学コース｣

期日 院 内 容 講 師

ズ

午

前

10

時

Ｓ

正

午

オリエンテー
ション・松戸
郷土史談

郷土史研究家
福島 定吉氏

22 縄文の生活
(生活と儀礼)

東海大学教授
関根 孝夫氏

29 指定文化財と
は

社会教育課臓
員

ズ 施設見学
(文化ホール)

文化ホール職
員

13 小金牧のはな
し

郷土史研究家
松下 邦夫氏

20
江戸時代以降
の新しい村づ
くり

27 川と民俗 武蔵大学教授
宮本袈裟雄氏

ズ
大地と目然

干葉大学助教
授
大沢 雅彦氏

１０

１７ 本土寺見学
(予定)

婦人会館職員

25 日本の古噴 筑波大学教授
岩崎 卓也氏

曜日は各木曜日（ただし、11

月４日と25 日は金曜日）

会場…婦人会館４階ホール

対象‥･市 内在住・在勤の人

定員…75 人（応募多数は抽選）

保育付きですが、保育の定員

は、２歳以上12 人

申込み…８月28 日（日）〔消印

有効〕までに、ハガ キに住所

・氏名 一年齢・電話番号、保

育希望の人は子どもの名前・

年齢を明記し、〒271 松戸 市

本町14-10 松 戸 市婦人会館a

64-8778 番 へ

都営八柱霊園の公募

受付日時…８月25日(木)～９

月２日(金)午前９時30分～午

後４時

受付会場･‥都庁第一本庁舎地

下２階第5･6･7･8会議室

対象…松戸市内に１年以上居

住している人

申込方法･･･受付期間中に申込

資格を確認できる書類と認印、

40円切手１枚を用意する。

詳細…東京都建設局公園緑地

部霊園課貸付係a03 － 212 －

5111内線34541番

技能尊重に関する

写真コンクール作品募集

テーマ…働いている姿や職業

訓練風景などで、職業訓練の

重要性や技能尊重気運の醸成

を認識させるもの

応募規定…①サイズは四ツ切

（カラー、モノクロ）で、単

・組写真（三枚以内）のいず

れでも可②作品は未発表のも

ので。１人何点でも可③作品

には、商工課で配布している

応募票を添付して下さい。

応募作品は原則として返却し

ません。 また、入選者にはネ

ガフィルムを提出していただ

きます。

対象…県内に在住・在勤の人

申込み…８月31 日（水）までに、

千葉県商工労働部職業能力開

発課技能係（〒260-91 千葉 市

市場町1 －1千 葉中央郵便局私

書箱40 号登0472-23-2754 番 ）

ろ
紙
袋
は
網
目
の
細
か
い
も
の
を

ゴ
ミ
の
分
別
に
も
ご
協
力
を

ろ
紙
袋
は

最
近
、
雑
貨
店
や

ス
ー
パ

ー
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
店

に
水
切
り
袋
と
し
て
置
か

れ
て
い
ま
す

が
、
排

水
の

ろ
過

効
果
も
持
ち
合
わ
せ
て
い

ま
す
。

材
質
は
、
ポ
リ

エ
チ
レ

ン
や

和
紙
で

、
形
状
は
単
に

袋
に
穴

を
あ
け
た
だ
け
の
も
の
や

、
細

か
い
網
目
に
な

っ
て
い

る
も
の

な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
。

水
質
浄
化
の
効
果

を
考
え
る

と
細
か
い

網
目
で
、
ろ
過

効
果

の
高
い

も
の
を
使
用
し
て
下

さ

い

。
　

。

使
用
後
で

す

が
、

紙
製
品
は

よ
く

水
を
切

り
そ
の
ま
ま
燃
や

せ

る
ゴ
ミ

と
し
て

出
し
て
下
さ

い
。ポ

リ

エ
チ
レ

ン
製
品
な
ど
は
、

よ
く

水
を
切
り
中
味
を
燃
や
せ

る
ゴ
ミ

、
袋
か
燃

や
せ
な
い
ゴ

ミ
に
分
け
て

出
し
て

下
さ
い
。

よ
く

水
を
切

る
こ

と
で

、
ゴ

ミ
の
減
量
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協

力
を
お
願
い
し

ま
す
。

こ
ん

な
ア
イ
デ
ア
も
、

市
販
の
ろ
紙

袋
か
使

わ
な
く

て
も
、
古
い
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
や

布
で

ろ
紙

袋
の
代
用

が
で

き
ま

す
。い

ろ
い
ろ
試
し
て
み
て
下

さ

い

。詳
細
…
生
活

環
境

課
生
活

環

境
系

これがろ紙袋です

(紙製品とポリエチレン製品などがあります)

私たちの子孫に

きれいな川を

私
が
住
ん
で
い

る
所
の

近
く
を

流
れ
る
国
分
川
も
ゴ
ミ
が
多
く
て

汚
い

で
す
ね
。

昭
和
四
十

七

年
ご
ろ
は
わ
き
水

も
多
く
ホ
タ
ル

も
い
た
ん
で
す
よ

。

私
は
、
油
で
汚
れ
た
こ
と
か
な
べ

は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
ふ
い
て
か

ら
洗
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
洗
剤
は
無
リ
ン
の
も
の

を
使
っ
て
い
ま
す
。

い
く
ら
お
金
を
か
け
て
も
、
一

人
ひ
と
り
の
心
が
け
が
悪
け
れ
ば

川
は
き
れ
い
に
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
自
分
の
子
ど
も
や
孫
に
き
れ
い

な
川
を
残
し
て
あ
げ
た
い
と
思
い

ま
す
。

秋山

渡辺佐和子
さん

川を大事に
自
分
一
人
ぐ
ら
い
と
思
う
の
と

自
分
一
人
で
も
と
思
う
の
で
は

大
き
な
違
い
に

な
る
と

思
い
ま
す
。

私
は
二
十
二

年
前

が
ら
松
戸
に

住

ん
で

い

ま

す

。
私
た

ち

は

江

戸
川
の
水
で
生
活
し
て

い
る
わ
け

で
す
か

ら
、
き
れ
い

な
川
巳
す
れ

ば
す

る
ほ
ど
、

お
い
し
い
水
が
飲

め

る
は
ず
で
す
。

私
は
、
余
っ
た
油
は
い
た
め
物
に

使
い
、
残
っ
た
油
は

新
聞
紙
に
吸

い
取
っ
て
捨
て
て
い

ま
す
。

ま
た
、
煮
汁
な
ど
は
そ
の
ま
ま

煮
つ
め
て
、
綿
や
ボ
ロ
布
で
ふ
き

取
つ
て
捨
て
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
川
で
す
も
の
大
事
に

し
た
い
で
す
ね
。

五香六実

安達 静枝
さ ん

家庭でできる

ふるさとの川を

私たちの手で

雑排水の浄化

対策
か
つ
て
は
市
内
の
河
川
で
も
清
流
が
流
れ
、
た
く
さ
ん
の
魚
が
す
む
、
心
に

残
る

″
ふ
る
さ
と
の
川
〃

で
し
た
。

と
こ

ろ
が
今
は
、
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
を
中
心
に
汚
れ
、
悪
臭
を
放
っ
て
い

る
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。

家
庭
か
ら
の
雑
排
水
で
、
ど
れ
だ
け
川
が
汚
れ
て
い

る
か
私
た
ち
は
認
識
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
努
力
に
よ
っ
て

″
ふ
る
さ
と
の
川
〃

を
早
く
復
活
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。

な
ぜ
家
庭
雑
排
水
の

浄
化
対
策
が
必
要
な
の
？

昭
和
三
十
年
代
、
市
内
の
川
で

は
ヤ
マ
ベ
や
ハ
ヤ
な
ど
の
魚
が
釣

れ
、
野
菜
な
ど
を
洗
う
姿
が
あ
ち

ら
こ
ち
ら
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
昭
和
四
十
年
代
に
入
り
、
市
内

に
大
き
な
工
場
が
多
く
な
り
、
東

京
の
住
宅
都
市
と
し
て
急
激
に
人

口
が
増
加
し
た
た
め
、
み
る
み
る

川
の
汚
染
が
進
み
ま
し
た
。

。
昭
和
四
十
六
年
か
ら
は
水
質
汚

濁
防
止
法
の
施
行
に
よ
り
、
工
場

排
水
の
規
制
が
行
わ
れ
る
ぶ
つ
に

な
り
、
川

の
汚
れ
は
以
前
の

三
分

の

一
ほ

ど
に

減
り
、
そ
の
後
は
横

ば
い
で

現
在
に

至

っ
て

い
ま
す
。

「
川
の

汚
れ
は
国
や

県
や

市
が

何
と
か
し
て

く
れ
る

」
と
思
い

が

ち
で

す
。

確
か
に
下

水
道
の
整
備
や
ヘ
ド

ロ
の

除
去
、
護
岸

整
備
、
河
川
浄

化
施

設
の
設

置
な
ど
大
き

な
対
策

は
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し

か
し

、
そ
れ
に
ま

か
せ
き
り

で
は
川
は

絶
対
に
き
れ
い
に
な
り

ま
せ

ん
。

な
ぜ
な
ら

ば
、
川
の
汚

れ
の

原

因
の
約
八
〇
％
は

家
庭
雑
排
水
が

原
因
と
な

っ
て
い

る
か
ら
で

す
。

と
く
に
台

所
か
ら
の

排
水
が
河

川
の
汚
れ
の
主

な
原

因
で

す
。

つ
ま
り
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

の
、
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
や
わ
ず

か
な
手
間
で

、
き
れ
い

な
川
が
再

び
戻

っ
て
く

る
の
で

す
。

私
た
ち
の
子

孫
の

た
め
に

も
、

自
分
自
身
の

た
め
に

も
、
以

前
の

ふ

る
さ
と
の

川
”
と
呼

べ
る
川

を
取
り
戻
し
た
い
も
の
で
す
。

河川汚濁原因

家庭雑排水の内訳

家
庭
雑
排
水
に
よ
っ
て

ど
れ
だ
け
汚
れ
る
の
？

そ
れ
で
は
、
家
庭
雑
排
水
は
そ

ん
な
に
汚
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。私
た
ち
は
、
い
た
め
物
を
し
た

後
な
ど
の
フ
ラ
イ
パ
ン
を
何
気
な

く
洗
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
フ
ラ

イ
パ
ン
に
油
が
大
さ
じ
一
杯
残
っ

て
い
た
と
し
ま
す
。

そ
の
油
が
水
路
に
流
れ
た
と
す

る
と
、
そ
れ
を
薄
め
て
魚
が
す
め

る
水
に
す
る
た
め
に
必
要
な
き
れ

い
な
水
の
量
は
、
ふ
ろ
の
浴
槽
十

一
杯
分
ち
必
要
と
な
り
ま
す
。

い
か
に
家
庭
か
ら
の
雑
排
水
に

よ
り
川
が
汚
れ
る
か
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。

川
は
見
た
り
遊
ん
だ
り
し
て
楽

し
む
だ
け
で
は
な
く
、
私
た
ち
が

生
活
を
営
む
う
え
で
、
掛
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

こ
の
「
家
庭
で
で
き
る
雑
排
水

の
浄
化
対
策
」
で
、
家
庭
の
出
口

で
の
汚
れ
が
三
〇
％
も
減
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
。

これだけの汚れも のを流したら …

(魚がすめる水質にうすめるのに必要な

きれいな水の量)

汚れの種類 流 す 量
うすめるのに必要
なきれいな水の量

天ぷら油 大さじ1杯 ふろの浴槽11 杯

マヨネーズ ﾉﾉ ﾉﾉ　　 １３

おでん汁 おわん９杯 ﾉﾉ　　16.4

み そ 汁 ﾉﾉ ﾉﾉ　　 ５．８

牛 乳 コップ9杯 刀　　２．２

日 本 酒 ﾉﾉ 刀　　 ∠に

そ
れ
で
は
実
際
に
は

ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

台
所
で
で
き
る
こ
と

台
所
で
で
き
る
雑
排
水
の
浄
化

対
策
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
を
こ
こ
に

紹
介
し
ま
す
。

皆
さ
ん
は
、
こ
の
中
で
い
く
つ

実
施
し
て
い
ま
す
か
。

①
台
所
の
流
し
に
は
、
三
角
マ

ー

ナ
ー
用
ろ
紙
袋
を
付
け
た
三
角

コ
ー
ナ
ー
を
置
き
細
か
い
ゴ
ミ

も
取
る
。

②
台
所
の
流
し
台
の
落
と
し
口
に

カ
ゴ
が
つ
い
て
い
れ
ば
、
そ
の

カ
ゴ
に
も
排
水
用
の
ろ
紙
袋
を

つ
け
て
細
か
い
ゴ
ミ
を
取
る
。

③
食
器
や
な
べ
に
つ
い
た
油
や
汚

れ
を
一
度
紙
で
ふ
き
取
っ
て
か

ら
洗
う
。

④
使
い
残
し
た
油
は
い
た
め
物
に

使
う
な
ど
工
夫
し
て
、
で
き
る

だ
け
使
い
切
る
よ
う
に
し
、
捨

て
る
時
は
、
空
に
な
っ
た
牛
乳

の
パ
ッ
ク
な
ど
に
使
い
終
わ
っ

た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ベ
ー
パ
ー
な
ど

を
詰
め
て
お
い
た
も
の
に
吸
わ

せ
て
燃
や
せ
る
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
し
、
絶
対
に
流
さ
な
い
。

洗
た
く
時
に

で
き
る
こ
と

①
洗
剤
は
、
石
け
ん
な
ど
無
リ
ン

の
も
の
か
き
ち
ん
と
計
量
し
て

使
う
。

②
洗
た
く
機
の
糸
く
ず
取
り
と
は

別
に
も
う
一
つ
糸
く
ず
取
り
を

つ
け
る
。

そ
の
ほ
か
に

で
き
る
こ
と

①
自
宅
の
敷
地
内
の
排
水
マ
ス
を

定
期
的
に
清
掃
す
る
。

②
自
宅
周
辺
の
Ｕ
学
溝
を
定
期
的

に
清
掃
す
る
。

洗う前に必ず油はふき取って下さい

排
水
マ
ス
の
清
掃
は
定
期
的
に

自然は友 だち

わたしの自然観察路コンクール

ふだん遊んだり観察してい

る自然の小道(ネイチャートレ

ール) を 色つ きの絵地図にして

紹介して下さい。

対象…小・中学生、高校生

期限… ９月20 日(火)

賞 ‥･最 優秀・優秀賞、佳作に

賞状・カメラ・図書券など

E〉詳細…( 財) 国立公園協会登03

-502-048 只希

障害者に理解を

日赤救助員養成講習会

日時…９月３日・10日の各土

曜日午後１時～６時30分、９

日４日･11日の各日曜日､午前

８時30分～午後５時30分

会場･‥青少年会館(講義) 一新

松戸プール(実技)

対象…市内在住・在勤の18歳

以上40人｡500 m以上の泳力が

あり全日程参加できる人

身分証明書などを持参下さい。

費用…600円(テキスト･保険料)

申込み…８月22日(月)午前８

時30分から社会体育課窓口で

詳細…社会体育課指導係

図書貸出券(カード化)

申し込み受け付け中

申込み…図書館本館､常盤平・

小金原・新松戸の各分館と移

動図書館

費用…無料

詳細…市立図書館;Q65-5115番

図書館稔台分館が休館

稔台分館は、市民センターの

改修工事のため、11 月301]( 水)

まで休館します。

c〉詳細 …市立図書館容■65―5115番

国保松戸市立病院

看護婦・看護助手募集

〈看護婦〉

職種…石護婦・准看護婦（３

交替勤務可能な人）

年齢…35歳まで（市内医療機

関勤務の人はご遠慮下さい）

〈パ ート看護助手〉

職種…看護助手

年齢…40歳まで（市内医療機

関勤務の人はご遠慮下さい）

詳細･･･市立病院庶務課人事係

S63-2171 内線2513番

｢県産品愛用月間｣の

標語作品募集

応募規定…①内容＝県産品の

愛用推進を表わしたもの②字

数＝15 字以内③資格・方法＝

県内に在住 または在勤の人

応募期日… ９月16 日( 金)( 当

日消印有効)

応募方法…県内に在住、在勤

の人で、９月16 日( 金) までに

ハガ キ(１ 枚１点) に 住所・氏

名・年齢・性別・職業・電話

番号を明記し、〒28〔〕千葉市

巡回経営・融資相談

日時…９月７日(水)午前10時

30分～午後３時30分

会場…小金市民センター

相談内容…経営および融資全

般

費用…無料

詳細…商工課振興係

市場町１番１９千葉県商工労

働部観光物産課容0472―23―

2416番へ

伝
統
的
工
芸
品
を

県
知
事
が
指
定

千
葉

県
の

風
土
と
生
活
の
中
で
は

ぐ
く
ま
れ
た
伝
統
工

芸
品

を
、

県
知
事
が
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て

指
定
し

ま
す
。

指
定
基
準
・
・・
①
製

造
過

程
の
主
要

部
分
が
手
工
業

的
で

あ
る
も
の

②
伝
統

的
に

使
用
さ
れ
て

き
た
原
材
料

が
主
た
る
原
材
料
と
し
て

用
い
ら
れ
製
造
さ
れ
る
も
の
③
伝
統
的
な
技
術
ま
た
は
技
法
に
よ

り
製
造

さ
れ
る
も
の

④
一
定
の
期
間
、

県
内
に

お
い
て

当
該
工
芸

品

が
製

造
さ
れ
て
い

る
も
の

マ
申
込
期
限
・・
八

月
二

十
四
日
（
水
）

マ
詳

細
・
：
商
工

課
振
興
係

文
化
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー

８月

９月

第

十
四
回
朴
山
会
書
展
・
三

十
四
日
上

干

八
日

・
松
戸
市
教
職
員
美
術
展
＝
・
二
十
五
日
上

干

八
日

第
六
回
レ
ン
ガ
の
会
ス
ケ
ッ
チ
展
・
三
十
日
～
九
月
四
日

開
館
時
間
は

月
曜
・
祝
日
を
除
く
毎
日
午

前
十
時
～
午
後
六
時

初
日
と
最
終
日
は

、
時
間
の
変

児
も
あ
り
ま

す
。

（
文
化

ホ
ー
ル

。
。
6
7
1
7
8
1
0
番
）

川の汚れの主な原因は､家庭からの雑排水です



花
と
緑

庭
木
の
手
入
れ
と
増
や
し
方

（
イ
ヌ
ツ
ゲ
）

種

類

ツ
ゲ
類
に
は

、
ツ

ゲ
科
の
ツ

ゲ
と
モ
チ
ノ

キ
科
の

イ
ヌ
ツ

ゲ

が
あ
り
ま
す

。
庭

木
と
し
て
は

イ
ヌ
ツ

ゲ
と

変
種
の

マ
メ
イ
ヌ

ツ

ゲ
が
多
く
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

剪
定
・
刈
込
み

形

の
出
来
上
が

っ
た
も
の

は

形

を
く
ず
さ
な
い
ふ

つ
に
、
春

の

新
芽
の
伸
び
か
た
ま

っ
た
六

月
と
九
月
に
行
い
ま
す

。

施

肥

新
芽
の

出
る
前
の
三
月
頃
に

油
粕
、
骨
粉
な
ど
の
有
機
質
肥
料

ま
た
は

グ
リ

ー
ン
パ
イ
ル
と
い

わ
れ
て
い

る
化

成
肥
料
を
根
元

か
ら
離
し
て

溝
を
堀
り
施
し
ま

す
。

グ
リ

ー
ン

パ
イ
ル

は
根
元

か
ら
離
し
て

打
ち
込
む
だ
け
で

用

が
た
り
ま
す
。
特
に
葉
が
黄

ば
ん
で
い
な
い
も
の
、
枝
が

密
に

出
て
い
る
も
の
に
は
施
肥
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

病
虫
害
防
除

ア
オ
シ
ャ
ク
ト
リ
ム
シ
、
ゴ

マ
フ
ボ
ク
ト
ウ
ガ
、
ク
ロ
ネ
ハ

イ
イ
ロ
ハ
マ
キ
、
カ
イ
ガ
ラ
ム

シ
な
ど
が
よ
く
見
ら
れ
ま
す
が
、

特
に
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
は
、
枝
や

幹
に
チ
ャ
ア
ル
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
、

ル
ビ
ー
ロ
ウ
ム
シ
が
寄
生
し
ま

す
。
防
除
法
は
幼
虫
類
に
は
ス

ミ
チ
オ
ン
、
デ
ィ
プ
テ
レ
ッ
ク

ス
、
カ
ル
ホ
ス
な
ど
乳
剤
の
殺

虫
剤
を
散
布
し
ま
す
。

増
や
し
方

イ
ヌ
ツ
ゲ
は
雌
雄
異
株
で
す

の
で
雌
の
木
に
実
が
付
き
ま
す
。

秋
に
黒
く
色
づ
い
た
頃
に
取
り

果
肉
を
水
流
い
し
て
取
り
去
り

鉢
ま
た
は
箱
に
播
き
ま
す
。

翌
春
に
発
芽
し
ま
す
の
で
こ

れ
か
移
植
し
て
育
て
ま
す
が
挿

し
木
の
方
が
流
長
も
早
く
個
体

差
も
少
な
い
の
で
一
般
的
で
す
。

挿
し
木

新
芽
の
か
た
ま
っ
た
六
月
ま

た
は
九
月
に
行
い
ま
す
。

箱
に
鹿
沼
土
ま
た
は
赤
土
を

入
れ
、
挿
し
穂
は
十
㌢
内
外
と

し
て
挿
し
ま
す
。
四
～
五
十
日

で
発
根
し
ま
す
が
箱
で
冬
を
越

し
三
月
頃
に
露
地
に
移
植
し
て

育
て
ま
す
。

▽
詳
細
…
公
園
緑
地
課
緑
化
係

前 定 の時 期 は ６月 と ９ 月 が 一 番 で す

パートタイマーの知識

よく確かめよう労働条件

生
活
の
知
恵

年
々
、
パ
ー
ト

タ
イ
マ

ー
と
し
て
働
く
主
婦
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
現
在
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
い
て
い
る
人

、
ま
た
今
後
働
き

た
い
と
考
え
て
い
る
人
に
、
い
ろ
い
ろ
な
法
律
的
適
用
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

働
く
人
た
ち
の
労
働
条
件
や
安

全
を
守
る
た
め
に
「
労
働
基
準
法
」

「
労
働

安
全
衛
生
法
」「
男
女
雇
用

機
会
等
法
」
な
ど
の
法
律
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ

ら
の

法
律
は
、
正

社
員
だ
け
で

な
く
、
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
や
臨

時
で

働
く
人

た
ち
も
含

め
た
　

す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す

。

パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
と
し
て
働
く

人

は
、
採
用
時

、
賃
金

・
労
働
時

間
な
ど
の
主
な
労
働

条
件
を
明
ら

か
に

し
た

「
雇
入
通
知

書
」
を
も

ら
っ
て

よ
く
確
か
め
て
下

さ
い

。

賃
金
に
つ
い
て
は
、
最
低
賃

金

法
が
あ
り
、
千
葉
県
の
最
低
賃

金

（
毎
年
改
正

）
は
現
在
三
千
七

百
五

十
一
円
日
額
）
、
時
間
給
四
百
六

十
九
円
と
な

っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、産
業
業
種
別
賃
金
は
、こ

の
額
よ
り
高
い
最
低
賃
金
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
金
額
に
は
通
勤
手
当
、
家

族
手
当
な
ど
の
諸
手
当
は
含
ま
れ

て
お
り
ま
せ
ん
。

労
働
基
準
法
の
改
正
（
昭
和
六

十
三
年
四
月
一
日
）
に
よ
り
年
次

有
給
休
暇
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
働
く

人
に
も
当
然
適
用
さ
れ
ま
す
。

内
容
は
三
百
人
以
上
の
事
業
所

で
一
年
間
継
続
勤
務
を
し
、
一
週

間
で
五
日
以
上
働
い
て
い
る
人
は
、

十
日
の
有
給
休
暇
が
与
え
ら
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
従
業
員
三
人

未
満
の
事
業
所
で
働
い
て
い
る
人

は
従
来
ど
お
り
の
六
日
で
す
。
ま

た
、
勤
務
が
週
四
日
以
下
の
人
に

は
別
に
定
め

が
あ
り
ま
す

。

解
雇
に
つ
い
て

は
、
予
告
解
雇

を
原
則
と
し
て
い

ま
す
の
で
、

パ

ー
ト
だ
か
ら
と
い

っ
て

会
社
が
一

方
的
に
で
き

る
も
の
で

は
な
く
、

制
限

が
あ
り

ま
す
。
二
ヵ
月
と
か

六
ヵ
月
の
期
間
か
決
め
ら
れ
て
い

る
に

も
か
か

わ
ら
ず

、
そ
の
期
間

内
に
「
来
な
く
て

も
結
構
」
と
言
わ

れ
た
と

き
や
期
間
の
定
め
の
な
い

と
き
に

言
わ

れ
た
場
合
で

す
。

解
雇
は
正
当
な
理
由
に
よ
り
一

力
月
前
ま
で
に

予
告
す
る
か
、
ま

た
は
三
十
日
分
以
上

の
解
雇
予
告

手
当
を
支
払
わ

な
け

れ
ば
で

き
ま

せ
ん
。

マ
詳
細
商
工
課
労
政
係
ま
た
は

柏
労
働
基
準
監
督
署
一
一
〇
４
７

Ｌ
卜
6
3卜
り
２
４
５

番

快適な職場環境こは労働条件の確立が大切です

ハ

イ

こ

ち

ら

内

線

6

0

0

番

まちの話題を

お知らせ下さい。

世界に飛び踊り舞う

フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ

も
ぴ
た
り
と
決
ま
り
ま
す

ド
リ
ル
チ
ー
ム
世
界
大
会
２
位

聖
徳
短
大
附
属
高
校
バ
ト
ン
部 世

界
大
会
に
出
場
し
た
の
は
、
今
回

が
初
め
て
な
の
で
、
演
技
の
前
は
と
て

も
緊
張
し
ま
し
た
。

で
も
、
み
ん
な
で
笑
顔
を
忘
れ
ず
に

踊
っ
だ
の
が
、
こ
の
結
果
に
つ
な
が
っ

た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
大
会
で
感
じ
た
の
は
、
外
国
選

手
の
、
ボ
デ
ィ
ー
ワ
ー
ク
万
全
然
違
う

と
い
う
こ
と
で
す
。

私
た
ち
も
、
も
つ
と
練
習
し
な
け
れ

ば
…
。

バトン部

豊田　洋子に(高3)

秋山にある聖徳学園］短期大学附属高等学校のバトン部（顧問・村田行成教諭、部員35人）

が、７月24日に代々木第２体育館で行われた「88年ドリルチーム世界大会」のフロップフ

リシジョン部門（小道具を使った演技）で、見事世界第２位の栄冠に輝きました。

11部門に分かれたこの大会には、世界８力国から約３２０人の高校生が参加。コスチュー

ムの色に合わせたカサを使ったダイナミックな演技に、会場からどよめきが起こるほど。

見事なチーム・ワークでかちとっだ栄誉は、部員一人ひとりの心に残ることでしょう。

き
れ
い
な

水
は
家
庭

か
ら

き
れ
い
で
す
か
？

浄
化
槽
の
排
水

前
回
ま
で
市
内
河
川
の
現

状
、

工

場
排
水
の
規
制
、
川
の

ゴ
ミ

問
題
に

つ
い
て
話
し
て
き

ま
し

た
。し

か
し
、
何
と
い

っ
て

も
市

内
河
川
で
一
番
問
題
と
な
る
の

は
、
私
た
ち

個
人

が
流
し
て
い

る
家
庭
か
ら
の
排
水
で
す
。

今
回
は
そ
の

中
で

浄
化
槽
排

水
に
つ
い
て

詳
し

ぐ
説
明
し
た

い
と
思
い
ま
す

。

浄

化

槽

っ

て

ど

ん

な

も

の

浄
化
槽
と
い
う
の
は

、
し

尿

か
微

生
物
が
分

解
し
て
き

れ
い

に
す
る
装
置
で
す

。

微
生
物
は
、
し
尿
を

分
解
し

て

汚
泥
を
つ
く
り
ま
す

。

汚
泥
が
た
ま
り
す

ぎ
た
り

、

微
生
物
の
力
が
弱
く
な

っ
た
り

す
る
と
本
来
の
機
能
を

発
揮
で

き
ま
せ

ん
。
悪
臭
や
汚
泥

流
出

の
原

因
と
な
り
ま
す
。

定

期

的

な

保

守

点

検

、

実

施

し

て

い

ま

す

か

浄
化
槽
を
使
用
管
理
し
て
い

る
人
に
は

、
浄
化
槽
法
と
い
う

法
律
で

専
門
知
識
を
持
つ
人
に

よ
る
定
期
的
な
保
守
点

検
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
律
に
よ

る
保
守
点
検
回
数

は
左
表
の
と
お
り
で
す

。

浄

化

槽

の

清

掃

は

十

分

で

す

か

汚
泥

が
た

ま
り
す
ぎ
る
と
微

生
物
の
働
き

が
悪

く
な
り
、
汚

泥
流
出
、
悪

臭
の

原
因
と
な
り

ま
す
。
そ
の
た

め
必
要
に

応
じ

て
汚
泥
の
引
き

抜
き
（
清
掃
）

を
実
施
し
て
く

だ
さ
い

。

清
掃
時
期
は

保
守
点

検
業
者

が
指
示
し
て
く
れ
ま
す
。

浄

化

槽

の

保

守

点

検

や

清

掃

を

し

な

い

と

浄
化
槽
の
保
守
点

検
や

清
掃

を
し

な
い
と
、
槽
内
の
微

生
物

が
劣
化
し
、
浄
化
槽
は
単
に
汚

物
の
貯
め
升
に
な
っ
て
し
ま

い
、
悪
臭
や
汚
泥

流
出
の
原
因

に

な
り
ま
す

。

汚
泥

は
、
水
路
や
河
川
を
汚

す

だ
け
で

な
く
付
近
の
人
だ

も

の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

自

宅
周
辺
の

環
境
良
化
の
た

め
に

も
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検

、

清
掃
を
実

施
し
て

く
だ

さ
い

。

マ
詳
細
・
生
活
環
境
課
生
活
環

境

係

保守点検回数
下表に掲げる期間に

１回実施して下さい

処理方式

処理対象人員

ば っ 気 型 ふはい型

全ばつ

気方式

分離接触ば

つ気方式

分離ばつ気

方式

単純ばつ気

方式

散水ろ床方

式

平面酸化床

方式

地下砂ろ過

方式

20人以下 ３ヵ月 ４ヵ月

６力月21人以上300人以下 ２ヵ月 ３ヵ月

301人以上 １ヵ月 ２ヵ月



松
飛
台
福
田
恵
子
さ
ん

初
め
て
書
い
た
ノ
ン
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
「
ビ
ル
マ
の
花
」
が
好

評
だ
。
昭
和
十
九
年
、
北
ビ
ル
マ
で

戦
死
し
た
父
・
秋
葉
中
尉
の
こ

と
、
そ
し
て
、
父
が
持
っ
て
い

た
絵
ハ
ガ
キ
の
束
を
拾
っ
た
日

系
二
世
カ
ー
ル
・
米
田
氏
と
の

交
流
を
描
い

た
こ

の
作
品
は
、

単
な

る
戦
記

物
で

は
な
い
。

父
の
最

期
を
知
る
た
め
に
、

さ
ま
ざ
ま

な
人

と
出
会

っ
た
が
、

そ
の
度
に

、
戦
争
の
悲
惨
さ
が

身
に
し
み

た
。

福
田
さ
ん

自
身
も
、
二
年
ほ

ど
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
で

生
活
し
、

戦
争
の
暗
い
記
憶
を
引
き
ず
る

人

た
ち
が
多
い
こ
と
を
知

っ
て

い
る
。

「
言
葉
か
お
り
、
知
恵
の

あ

る
人
間
が
、
な

ぜ
戦
争
を
避
け

ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
」

も
ど

か
し
さ
と
怒
り
が

、
込

み
上

げ
て
く
る
。

三
十
八
歳
で
北

ビ
ル

マ
の

土

と
な
っ
た
秋

庭
中
尉
は
、
染

織

デ
ザ
イ
ナ

ー
で

あ
り

、
南
方
の

珍
し
い
花
や

動

物
な

ど
を
写
生

し
て
は

、
幼
い

子

ど
も
た
ち
に

送
っ
て
い

た
。

軍
人

と
し
て

は
、
優
し

す
ぎ

た
の
で
は

な
い

で
し

ょ
う
か
？

「
み
ん

な
、

い
や
応
な
く
戦

場
に

連
れ
て

ゆ

か
れ
た
人

た
ち

で
、

生
ま
れ
な

が
ら
の
軍
人

な

ん
て
い

な
い

ん

で
す
」

こ
う
答
え
た
福
田
さ
ん
も
画

家
で
あ
る
。
銀
座
の
画
廊
で
個

展
を
開
い
た
り
し
て
い
る
が
、

父
の
デ
ッ
サ
ン
カ
に
は
及
ば
な

い
と
言
う
。
生
き
て
帰
っ
て
い

た
ら
、
ど
ん
な
素
晴
ら
し
い
絵

を
描
い
て
い
た
だ
う
つ
。

今
度
の
作
品
は
、
自
分
の
気

持
ち
に
、
ひ
と
つ
の
区
切
り
を

つ
け
よ
う
と
し
て
書
い
た
。
こ

れ
で
終
わ
り
に
し
た
い
と
も
思

っ
た
が
、
反
響
の
大
き
さ
に
、

正
直
驚
い
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
は
、
戦
争
の
記
憶

が
薄
れ
、
消
え
て
し
ま
う
前
に

旧
日
本
兵
の
遺
品
を
さ
が
し
て

み
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

ゼ ル マ で 眠 る 父 に

健康ガイド

愛 の 献 血

日 時 場 所 主 催

8/

27(土)

J  R

松戸駅東口
松 戸 市

8/

28(日)

ナ コ ス

馬 橋 店

９／

４旧）

ダ イエー

新松戸店前

松戸 東ラ イオ

ンズグラフ

時間…午前10時～午後４時

詳細…健康管理課業務係

基本健康診査

基本健康診査を次の日程で実

施します。同時に婦人の健康診

査（35 ～39 歳で 、肝機能検査・

心電図・血糖検査を除く）およ

び胸部レントゲン間接撮影（必

要な人には痰の細胞診も）実施

します。

E〉対象…40 ～59 歳ま での市民

※60 歳以上の人は、医療機関で

受診して下さい。63 年 ４月以

降に集団・個別健診をすでに

受診した人は受診できません、

検査項目 …問診、身体計測、

血圧測定､ 検尿､ 血 液検査（貧

血検査・肝機能検査・総コレ

ステロール・ＨＤＬコレ ステ

ロール）

※医師が必要と認めた人は、さ

らに心電図・皿糖検査を実施

日 程 表

期日
受付時間

会 場
午
前
午
後

９ ／
２(金)

○ 小 山 集 会 所

５(月) ○ ○ 衛 生 会 館

則5日(刈は夜間も実施
６(火) ○

８困 ○ 明 市民 セ ン タ ー

12(月) ○ ○ 健康増 進セン ター

14困 ○ ○ 稔台市民センタ ー

16白 ○ 野菊野団地 集会所

19(月) ○ 八 ヶ 崎 会 館

20(火) ○

小金原

市 民 セ ン タ ー
21(水) ○ ○

22(本) ○

27(火)Ｏ Ｏ 小金北市民センター

28困 ○
馬橋市民センタ ー

29内 ○

１０
／
３(月)

○ 馬 橋 支 所

４(火) ○
小金 市民センタ ー

５(水) ○

６休） ○ ○

新 松戸

市 民 セ ン タ ー
11(火) ○

13(木) ○

受 付時 間

午 前 …９ 時30 分～11 時

午後 …１ 時30 分 ～ ３ 時

※衛 生 会館 で は ９月 ６日( 火)

午後５時30分～7時にも実

施し ます 。

費用…無料（痰の検査は400

円）

申込み…当日会場で

詳細…健康管理課業務係

不
用
品
交
換
情
報

今

回
掲
載
分
の
紹
介

申
込
方

法
…
締
め
切
り
は
、
八

月
二
十
五
日
（
当
日
消
印
有

効
）

①
希
望
品
名

②
住

所
③
氏
名
④

電
話
番
号
（
昼

間
の
連
絡
先
）
を

ハ
ガ
キ
に
明
記
。
ハ
ガ
キ
一
枚

に
品
名

一
点
の

み

相
手
の
紹
介
・
・一
月
末
に
抽
選
を

行
い

、
当
選
者
だ
け
に
電
話

連

絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は
自
主
交

渉
と
な
り
ま
す
。

申
込
先
・
：
〒
二
七

一
松
戸
市

根

杢

二
八
七
－

五

松
戸

市
役
所
消

費
生
活
課譲

り
ま
す

【
家
具
類
】
◆
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ

ド
（
マ
ッ
卜
畳
式
）
　
一
万
円
◆
押

し
入

れ
収
納
庫
二
組

各
三
千
円
◆

一
人
用
ソ
フ
ァ
ー
二
千
円
◆
シ
ン

グ
ル
ベ
ッ
ド
六
千
円
◆
電
話
台
三

千
円

◆
下

駄
箱
三
千
円
◆
学
習
机

イ
ス

付
き
三
千
円

【
電

気
製
品
類
】
◆
掃
除
機
五
百

円

◆
パ
ソ

コ
ン
一
式
三
万
円

◆
ホ

ー
ム
か
ら
お
け
セ
ッ
卜
五
千
円
◆

テ

レ
ビ
一
万

二
千
円
◆
食
器
乾
燥

機
三
千
円

【
子
ど
も
用

品
類
一

◆

ベ
ビ
ー

ベ

ッ
ド
無
料
・
三
千
円
◆

ベ
ビ
ー
力

上
万
三
千
円
一
万
円
・
三
千

円
◆

ペ
ビ
ー
バ
ギ
ー
千
円
◆
だ

っ

こ
バ
ン
ド
三
百
円
◆
ベ
ビ
ー
ラ
ッ

ク
五
百
円

◆
幼
児
用

食
堂
イ
ス
ニ

千
円

・
五
千
円

◆
幼
児
用

カ
ー
シ

ー
ト
五
千
円
◆
お
食
い
ぞ
め
セ
ッ

卜
五
百
円
◆

ベ
ビ
ー
ふ

と
ん
五
千

円

◆

自
動

車
用

補
助
イ
ス

五
千
円

【
日
用
雑
貨
類

】
◆
普

通
自
動

車

用
ボ
デ
ィ
ー
カ
バ
ー
二
千
円
・
五

百
円

◆

植
木
用
三

脚
脚
立
八
千
円

◆

カ
メ
ラ

五
千
円
◆
ガ
ス
テ

ー
ブ

ル
五
千
円
◆
レ
ー
ス
応
接
セ
ッ
ト

カ
バ

ー
五
千
円

◆
キ
ャ
ス

タ
ー
付

き

収
納
台
四

千
円
◆
ひ
じ
掛
け
付

き
回
転
イ
ス
二
千
円

◆
は
ざ
し
ミ

シ
ン
の
頭

部
五
千
円
◆

ワ
イ
シ
ャ

ツ
用
穴
か
が

り
ミ

シ
ン
の

頭
部
二

千
円
◆
ガ
ス

湯
沸
か
し

器
一
万

二

千
円
◆
ガ
ス
テ

ー
ブ
ル

六
千
円

Ｏ

次
回
掲
載
分
の
申
し

込
み

譲
り
た
い
人
は
、
品

物
の

詳
細

を
電
話
で

申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

無
料
か
ら
一
万

円
ま
で
の

価
格
を

希
望
し

ま
す
。

原
則
と
し
て
、
衣
料
品

・
食
料

品

・
自
転
車
・
自
動
車
は

扱
い

ま

せ

ん
。
九
月
二
十
日
号
に

掲
載
し

ま
す
。

マ
申
込
期
限
・
一
八

月

二

十

五

日

采

）
ま
で

▽
申
込
先
＝
・
消
費
生
活

課
消
費
生

活
係

施
設
あ
ん
な

い

東
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

東
部
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

緑
豊
か
で
静
か
な
環
境
に
あ
る
お

年
寄
り
の
社
交
場
で
す
。

浴
室
、
舞
台
付
き
の
二
十
四
畳

十
二
畳
二
室
）
の
和
室
な
ど
が

あ
り
、
市
内
に
住
廿
満
六
十
歳
以

上
の
人
な
ら
、
ど
な
た
で
も
利
用

で
き
ま
す
。

和
室
を
使

っ
て
、
民
舞

・
手
芸

（
編
物
）
　・
民
芸

・
詩
吟
な

ど
の

サ
ー
ク
ル
活
動

が
活

発
に
行

わ
れ

て

い
ま
す
。

ま
た
、
年
に
五
回
開
催
さ
れ
る

映
画
会
も
好
評
で
、
毎
回
三

十
人

近
く
の
お
年
寄
り
で
会
場
が
い

っ

ぱ
い
に
な
り
ま
す

。

開
館
時
間
・
＝
午

前
九

時
～
午
後

四
時
三
十
分

休
館
日
…
毎
週
月

曜
日

交
通
・
・・
松
戸
駅
西

口
か
ら
国
立

松
戸
病

院
行
き

バ
ス
で

「
ス
ポ

ー
ツ

パ
ー

ク
前
」
下

車

詳
細
・
・・
東

部
老
人

福
祉
セ
ン
タ

よ

一一
9
2
1
3
7
0
1
番

紙 敷

宮山　寿美さZU

毎
週

一
回
、
民
舞
を
習
い
に
来
て

い
ま
す
。

始
め
て

か
ら
、
も
う
五
年

く
ら
い

に
な
り

ま

す
。
練
習

の
合
い
間
に
、
み

な
さ
ん
と
昼

食
を
食
べ
た
り
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

秋
に

は
、
市
民
会
館
で
大

会
が
あ
る
の
で

、

楽
し
み
で

す
。

あ
な
た
の

健
康

思
春
期
の
特
性
は
、
性
腺
の

成
熟
に
伴
う
性
機
能
の
発
達
お

よ
び
第
二
次
性
徴
発
現
で
あ
り

ま
す
。
女
子
に
お
い
て
は
、
乳
房
の

発
達
、
皮
下
脂
肪
の
発
達
、
性

毛
や
腋
毛
の
発
生
、
初
経
発
来

と
、
一
連
の
身
体
的
変
化
が
み

ら
れ
ま
す
。
母
親
が
一
緒
に
入

浴
な
ど
し
た
時
、
乳
房
の
発
達

が
少
し
で
も
み
ら
れ
た
ら
、
女

性
の
生
理
に
つ
い
て
話
す
必
要

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

動
物
性
蛋
白
質
な
ど
を
多
く

食
べ
る
よ
う
に

な
っ
た
関
係
も

あ
り
、
初
経
の

年
齢
が
低
く
な

っ
て
き
て
い
ま

す
。
先
ず
、
性

器
か
ら
出
血
し

て
も
心
配
し
な

い
よ
う
に
、
驚

か
な
い
よ
う
に

話
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。
生
理

用
ナ
プ
キ
ン
の

用
意
を
し
て
い

な
い
場
合
は
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
で
も
当
て
て
、
先
生
に

相
談
す
る
な
り
、
お
母
さ
ん
に

電
話
す
る
な
り
す
る
ふ
つ
に
話

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

友
達
と
遊
ん
で
い
て
初
経
を

み
た
時
、
電
話
で
「
生
理
が
来

た
。
ナ
プ
キ
ン
を
当
て
た
。
も

う
少
し
遊
ん
で
か
ら
帰
る
」
こ

の
よ
う
に
、
さ
ら
っ
と
対
処
し

て
く
れ
れ
ば
親
は
気
持
ち
が
楽

に
な
り
ま
す
。

不
潔
感
や
恐
怖
心
を
与
え
な

い
よ
う
に
、
次
の
よ
う
に
初
経

に
つ
い
て
話
し
て
み
た
ら
い
か

が
で
し

ょ
う
。

「
女
の
子
は
将

来
、
結
婚
し

て

赤
ち
ゃ
ん
を
産
み

、
お
母

さ

ん
に
な
る
事
が
出

来
ま
す

」

結
婚
は
、
少
女
に
白

い
ウ
ェ

デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
を
連
想
さ
せ
、

幸
福
の
イ
メ

ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

赤
ち
ゃ
ん
は
か
わ
い

い
、
お
母

さ
ん
は
優
し
い
と
い

っ
た
良
い

イ
メ

ー
ジ
を
与
え

ま
す
。

「
女
の
人
の
お
腹
の
中
に

は
、

子
宮
と
い

う
赤
ち
ゃ
ん
の
育
つ

小

さ
な
お
部
屋
が
あ
り
、
赤
ち

ゃ
ん
は

、
そ

こ
で

お
母
さ
ん
の

血
液
の
中
に
あ

る
栄
養
を
も
ら

っ
て
大
き
く
な

り
ま
す
。
赤
ち

ゃ
ん
が
育
つ
た

め
に
は
、
こ
の

小
さ
な
お
部
屋

字

宮
）に
も
ベ

ッ
ド
が
必
要
で

す
。こ
の
ベ
ッ
ド

は
、
一
ヵ
月
す

る
と
新
し
い
も

の
に
取
り
替
え

る
事
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の

べ
ッ
ド
を
つ
く
る
練
習
が
皆
さ

ん
の

年
齢
に

な
る
と
、
そ
ろ
そ

ろ
始

ま
る
人

が
い
ま
す
。
古
く

な
っ
た
べ
ッ
ド
は
、
溶
け
て
血

液
と
一
緒
に
混
じ
っ
て
、

体
の

外
に

出
る
の
で

す
が
、
こ
れ
を

月
経
と
言
い
ま
す
」

初
経
が
来
る
の
が
遅
い
人

も

い
ま
す
。
多
少
個
人
差

が
あ
り

ま
す
か

、
十
八
歳
を
過

ぎ
て

も

月
経
の
来
な
い
人
は
、

産
婦
人

科
の
先
生
に
相

談
し
て
み
て
下

さ
い
。

（
松
戸
市

医
師
会

初 経 につ い て



音楽教室

教 室 名
期

日

時

間

会
場
講 師 定

員
クラリネット

教 室

９

／

３

Ｓ

１１

／

２６

の

毎

週

土

曜

日

午
後
６
時

30
分
Ｓ
８
時

30
分

青

少

年

会

館

松戸市

音楽協会

阿部汎雄氏

各

20

人

セットドラム

教 室

松戸市

音楽協会

石田和男氏

ポピュラー

歌 謡教 室

尚美学院

義井孝之氏

対象･‥中学生以上（ポピュラ

ー歌謡は一般 ）

費用… 月2,500 円 （ クラリネ

ット と練習用ドラム代は自己

負担）

申込み…8 月29 日（ 月）必着で、

往復ハガキに住所・氏名・学

校名・学年・電話番号・受講

教室名を明記して、〒270 松

戸市新松戸南 ２－ ２青少年会

館内松戸市音楽協会（容44－

8556 番 ）へ

松戸史談会

「七福神めぐり」

金ヶ作から殿平賀まで

日 時 … ９ 月 ７ 日（ 水 ）午 前10 時

に 常 盤 平 駅 北 口 集 合 （ 雨 天 の

場 合 は 中 止 ）

コ ー ス … 金 ヶ 作 祖 光 院 （ 恵 比

寿 ・ 大 黒 天 ） 一 八 ヶ 崎 金 谷 寺

（ 毘 沙 門 天 ）一 幸 谷 福 昌 寺（布 ，

袋 尊 ）一 大 谷 口 常 真 寺 （ 福 禄

寿 ） ― 中 金 杉 広 徳 寺（ 弁 財 天 ）

－ 殿 平 賀 慶 林 寺 （ 寿 老 人 ）‐

北 小 金 駅 の 約10km 。 休 憩 を 含

め て 徒 歩 で 約 ５時 間30 分

費 用 … 資 料 代300 円

昼 食 は 持 参 し て 下 さ い 。

定 員 …30 人 （ 先 着 順 ）

詳 細 … 神 尾 登41 ―2458 番

もよ

おし

もの

ハゼ釣り大会

日時…８月28日(日)①松戸駅

改札口午前５時30分集合②新

松戸駅西船橋行きホーム午前

５時50分集合③新八柱駅午前

５時50分集合( 東西線原木中

山駅下車)

８月27日(土)午後１時から、

婦人会館でハゼ釣りの仕掛け

づくりなどの講習会を開催し

ます。

場所…江戸川放水路(市川市)

費用…一般500円､中学生以下

300円(交通費・エサ代は自己

負担)

申込み…電話で、松戸勤労者

つりの会・井上S65 ―8260番

母子・寡婦家庭対象

和裁講習会

日時… ９月４日・11 日・25 日、

10月２日・９日・16日、11月

13 日 ・20 日の 各日曜日、午前

９時～午後４時

会場…総合福祉会館内母子福

祉センター

費用…無料( 材 料費は実費)

内容…女性物浴衣かウール着

物

持ち物…裁縫道具一式・筆記

具

申込み…８月31 日(水) までに、

電話で福祉事務所福祉係へ

幼児家庭教育学級

日時…Ａコース＝９月９日・

16 日・20 日・27 日・30 日 、10

月７日14日、Ｂコース＝10

月21 日・25 日・28 日、11 月４

日・８日・11 日・18 日の 各火

・金曜日、午前10 時～正午

会場…常盤平体育館

対象…59 年 ８月21 日～60 年 ８

月31 日に生 まれた幼 児とその

親

内容…「親子の遊び」「心の

発達」「子育て相談」など

講師…日本遊戯研究所長・有

本昭久氏、保育科学研究所長

・川合月海氏ほか

定員…各コース35 組（応募多

数の場合は抽選）

申込み…８月26 日（金）〔当日

消印有効〕までに、往復ハガ

キに希望のコース・氏名・住

所・年齢・電話番号・幼児の

名前 と生年月日を明記して、

〒271 松戸市根本387―5 松戸市

教育委貝会社会教育課へ

彫金アクセサリー講座

日時…９月からの第１・第３

水曜日、午前10時～正午と第

１・第３金曜日、午前10時～

正午( １年間)

会場…松戸共同職業訓練校

費用…月3,000円(材料費実背)

定員…30人

申込み…８月22日(月卜30 日

(火)の午前10時～午後3時(土

曜日は正午まで) に電話で松

戸共同高等職業訓練校S44 ―

4823番へ

実践話し方講座

｢ゆたかな心を育てる｣

日時…９月１日・８日・15日

・22日・29日の各木曜日、午

後ら時30分～９時

会場…市民会館

費用…3,000円（５回分）

定員…30人

詳細…実践話し方研究会・石

岡登63―2372番

夏休み親子いけ花１日教室

期日 時 間 会 場 費 用 申 込 み

8/23

(火)

午前10時

～正午

五 香市民
センタ ー

700円

(花材質)

※当日 持参

し て下さい

永田

登85-7029 番

午後６ 時

～８時
明 市 民

センタ ー

森山

2567-7140 番

26
削
午 前10時

～正 午

橋本

S68-5341 番夏休みものこりわず

か

あ お ぞ ら

おはなしキャラバン

期日 時　問 場 所

8/23
(火)
午前

10時15 分

～11時15分

河原塚本勝寺

24
(水)

秋 山 慶 国 寺

内容…絵巻物・リズム遊び・

人形劇

幼児には保護者の同伴をお願

いします。

詳細…市立図書館S65 ―5115

番
おし

らせ

市役所(66)1111# 常盤平支所(87)2131

･小金支所(41)5101c 小金原支所(44)4151

･六実支所(85)0113# 馬橋支所(45)2131

噺 松戸支所(43)5111# 矢切支所(62)3181

･東部支所(92)3061

バレーボール教室

日時…９月７日・14日、10月

５日・12日の各水曜日、午後

７時～９時

会場…小金原体育館

費用…保険料等300円

申込み…当日会場で（軽装、

上履用運動靴持参）

詳細…体育指導委員・市村登

42―6190番

グラウンドゴルフ教室

日時…８月28 日（日）午前９時

～正午

会場…牧の原グラウンド

対象…一般市民

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・小暮容

87―7117 番

秋季家庭婦人

ソフトボール大会

日時…９月11日(日)午前９時

から

会場…古ヶ崎ソフトボール球

場

費用…１チーム3,000円

申込み…９月３日(土)午後２

時から明市民センターで行わ

れる代表者会議で

県予選会を兼ねた大会です。

詳細…家庭婦人ソフトボール

連盟・赤坂S87 ―7838番

軽スポーツ教室

日時…８月28日、９月４日の

各日曜日、午前９時～正午

会場…河原塚小学校校庭

対象…一般男女

種目…グラウンドゴルフ、壮

年体力測定（８月28日のみ）

費用…無料

申込み…当日会場で

詳細…体育指導委員・中川容

92―5511番

市民大学夏期講座

卜 Ａ コ ー ス Ｂ コ ー ス

テーマ 鯨 と 日 本 人 アジア人労働者をめぐる問題点

講 師 水産庁東海区水産研究所
農学博士奈須敬二氏

愛知県立大学教授
田 中 宏 氏 ほか

期 日
８月･30日､９月６日･13 日･20 日

の各 火曜日
８月24 日・31日、９月７日

の 各水曜日

時 間 午後６時30 分～８時30分

会 場 勤 労 会 館

定員…各50人

申込み…電話かハガキで、松戸市根本387―5松戸市教育委員

会社会教育課成人教育係へ

秋季バドミントン

ダブルス大会

日時…９月11日(日)午前９時

～午後５時

会場…運動公園体育館

対象…市内在住､在勤、在学者

種目…男女各１・２・３部

費用…登録者１人1,200円､未

登録者1,500円

申込み‥･ハガキにクラブ名を

記入し、９月２日(金)必着で、

松戸市中和倉304―8松戸市バ

ドミントン協会・長谷川俊夫

(登41―7925番) へ

音楽の広場（コーラス）

日時…８月30日(火)午後１時

30分～３時30分

会場…市民会館音楽室

費用…無料

詳細…社会教育課市民文化係

スポ

ーツ日曜大工講座

日時‥･９月からの第２・第３

日曜日、午前９時～正午( １

年間)

会場…松戸共同職業訓練校

費用…月2,000円(材料費実費)

定員…30人

申込み…８月22日(月)～30日

( 火)の午前10時～午後3時(土

曜日は正午まで) に電話で松

･戸共同高等職業訓練校044 ―

4823番へ

青年フェスティバル

｢おもしろ大運動会｣

日時…９月18 日（日）午前10 時

～午後３時

会場…常盤平体育館

対象…16 ～30 歳 の青年 男女

費用…500 円 （昼 食・保険料

含む）

内容…風船割 り・ドッジボー

ルほか

申込み…電話で青年フェステ

ィバル事務局（社会教育課剛

軟式庭球クラブ対抗

日時… ９月25 日（日）午前８時

30分受け付け、９時開始

会場…栗ヶ沢公園庭球場

対象…連盟の加盟 クラブ（一

般市民も参加可）、１団体３

チーム（一般・成年 ・壮年男

女の別あり）

費用…１団体3,000 円

申 込期限… ９月10 日（土 ）

詳細…軟式庭球連盟・小倉昔

45―0899 番

検診車による胃がん検診

期間…10 月～12 月

対象…市内在住の40 歳以上の

人(妊娠中の人は受診できま

せん)

費 用…500 円( 生 活保護・市

民税非課税世帯 ・老人医療対

象者は免除)

申込み…９月10 日(土) までに、

40歳 以 上 の人全 具に送った

｢ 検診のお知らせ｣ 同封の胃が

ん検診申込書( ハ ガキ)に 必要

事項を書 いて､返送して下さい。

すでに申し込んだ人は、申し

込む必要はありません。

実施日などは後日通知します。

詳細…健康管理課業務係

救急医療体制　　健康保険証を忘れずに／
夜間急病診療所( 毎日)･午後8 時～11時衛生会館内　　　068-3756 番

待機病院( 毎日)･午後5 時～午前9 時テレホンサービス　Q66-0010 番

緊急休日在宅当直医･午前9時～午後5時テレホンサービス　剖H010 番

休日歯科診療所・午前9 時～正午　衛生会館内　　　　　B65-3430 番
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